
　先日、本校２年１組において、英語科の牟田教諭とレロ
ALT、そして市教委ALTと西浦上中ALTの４人による研究
授業が開催されました。牟田教諭は長崎市教育委員会教育
研究所の英語科教育推進員も兼務しており、本市の英語科
教育を牽引しております。
　当日は約30名の関係者が集まり、研究を進めました。
Terra Talkに関する内容が授業に盛り込まれ、対話型、
そして深い学びを展開することができました。Terra Talk
 とはAI（人工知能）を活用した実践的な英語・英会話学習
アプリで、発音や表現について客観的なフィードバックを
得ることができます。既習の内容を活かして、3人のALTに
日本のマナーやルール、緑が丘中の特色などを話す学習活動で、
生徒たちは熱心に取り組み、写真にもあるようにALTとも積極的に学習を進め、本校生徒、訪れた先生
方にとって実り多き研究授業となりました。事前授業の2年２・３組を含め、生徒の様子も素晴らし
かったと好評でした。

　研究授業が開催されたその日、市内の多くの先生方が自家用車で訪れることを想定していつものよう
に来客者駐車場として運動場を開放しました。その時の一コマ。昼休みに遊ぶ場所を奪われてしまっ
た？3年生男子5人（自称イケメンズ）が誰から頼まれたわけでもなく、坂道に立ち元気のよい挨拶で来
訪者をお出迎えし、そして駐車場所まで誘導し、さらには玄関や会場まで案内し、大活躍してくれまし
た。翌日の別の会議に参加した際、何人もの先生からイケメンズに対するお礼の言葉をいただきまし
た。早速、その5人を呼び、お礼の言葉があったことを伝えました。
『緑が丘中の看板』を背負い、『緑が丘中の顔』となり、皆さん一人ひ
とりの行動や態度は、そのまま皆さんの学校の姿として見られています。
皆さんが校門をくぐる姿、教室で真剣に学ぶ姿、仲間と笑い合う姿、
運動で汗を流す姿。そして一歩校外に出れば緑中の看板を背負い、
緑中の顔となるのです。右の写真は私が数年前に３年生を担当して
いる時に、受験引率で瓊浦高校を訪れた際に思わず撮ったものです。
正門の内側にこれが掲げられてあるのです。自校のプライドを持ち、
中学生が憧れを抱くような高校生の姿がそこにはありました。感動
しました。「看板」と「顔」は日々の中で示す誠実さ、優しさ、
そして集団という共同体への信頼を築き上げます。皆さんが地域の
方々に会釈をする、困っている人に手を差し伸べる、そのさりげない
行動が、どれほど多くの人々の心を温めていることでしょうか。
自分のためだけでなく、未来の後輩たちのためにも、新しい伝統を
創ることになります。皆さんの挑戦する姿、困難を乗り越えようと
する意志は、必ず次の世代へと受け継がれ、学校の財産となります。
　さぁ、緑中302人の皆さん、『一人ひとりが緑が丘の顔となる』
という高い志をもって、誰からも愛される緑が丘中を創っていき
ましょう！！
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